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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

100
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　

西
村
藤
一
さ
ん

（蔵
満
）

　

４
月
に
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た
西
村
藤
一
さ
ん
。
４
月
10

日

（
金
）、
前
畑
荒
尾
市
長
か
ら

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ご

家
族
に
囲
ま
れ
、
に
こ
や
か
な
笑

顔
で
市
長
訪
問
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た

本
市
の
教
育
へ
の
貢
献
に

感
謝
状
を
贈
呈

　

４
月
３
日

（
金
）、
荒
尾
市
三
光

育
英
会
奨
学
金
交
付
式
及
び
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
学
校
で
入
学
式

新
入
学
生
タ
ッ
チ
運
動

春
を
満
喫　

牡
丹
茶
会

　

４
月
９
日
（木
）、市
内
の
各
小
・

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、
122
人
の
新
一
年

生
を
迎
え
た
中
央
小
学
校
で
は
、

市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
や
先
生
、

在
校
生
か
ら
の

「お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
い
う
祝
福
に
、
一

年
生
は
元
気
よ
く

「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、

学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　

４
月
10
日

（
金
）、
新
入
学
児

童
の
初
登
校
に
あ
わ
せ
、
警
察

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団

体
に
よ
る
保
護
誘
導
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

緑
ケ
丘
小
学
校
近
く
の
交
差

点
で
は
、
登
校
を
見
守
る
保
護

者
や
地
域
の
人
と
と
も
に
、
市

長
と
警
察
署
長
が
新
入
学
児
童

の
初
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
み
ん
な
、
気
持
ち
の
よ

い
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て

登
校
し
ま
し
た
。

　

４
月
12
日

（
日
）、
宮
崎
兄
弟

生
家
施
設
に
お
い
て
、
荒
尾
茶
道

会
に
よ
る
牡
丹
茶
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

茶
席
の
ほ
か
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

文
化
庁
子
ど
も
茶
道
教
室
で
稽

古
を
積
ん
だ
20
人
の
児
童
生
徒
の

成
果
発
表
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

約
220
人
の
出
席
者
が
訪
れ
、
色

と
り
ど
り
の
牡
丹
が
咲
く
庭
と
、

心
づ
く
し
の
茶
席
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

平
成
21
年
度
の
新
入
生
の
数

小
学
校
１
年
生　

498
人

中
学
校
１
年
生　

519
人

↓
中
央
小
学
校
の
入
学
式
の
様
子

↑体験コーナーで楽しみました

↓茶道教室の成果発表

　

こ
の
育
英
会
は
、
昭
和
34
年
に

当
時
の
三
光
化
学
株
式
会
社
社
長

の
故
・
安
田
理
雄
氏
か
ら
申
し
出

の
あ
っ
た
奨
学
資
金
寄
付
を
受
け

て
発
足
し
た
も
の
で
、
平
成
20
年

度
末
で
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
市
在
住
で
高
校
・
高
専
へ
進

学
を
希
望
す
る
各
中
学
校
の
推
薦

生
徒
の
中
か
ら
、
毎
年
度
４
人
程

度
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
236
人
の
奨
学
生
が
こ
の
恩

恵
を
受
け
、
進
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
る
寄

付
は
多
額
に
上
り
、
本
市
教
育
の

振
興
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

↑
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
る
三
光
株
式
会

社
業
務
本
部
長
の
牛
嶋
登
士
行
さ
ん
（
中
）
と
、

荒
尾
工
場
長
の
角
町
博
記
さ
ん
（
右
）

おめでとうございます！

↑
元
気
に
手
を
上
げ
、
初
め
て
の
登
校
で
す
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少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
開
校
式
・

子
ど
も
科
学
館
科
学
技
術
週
間

上
荒
尾
熊
野
座
神
社

子
ど
も
神
楽
奉
納

　

４
月
19
日

（
日
）、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
子
ど
も
科
学
館
工
作
室
で

荒
尾
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
間
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
も
の
づ
く

り
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
午
後
か
ら
は
、
小
ホ
ー
ル

で
第
50
回
科
学
技
術
週
間
行
事
と

し
て
模
型
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
九
州
大
学
教
授
の

麻
生
茂
教
授
に
よ
る
講
演

「
み
ん

な
で
月
へ
い
こ
う
！
」
を
聴
い
て
ロ

ケ
ッ
ト
へ
の
理
解
を
深
め
た
の
ち
、

麻
生
教
授
と
発
明
ク
ラ
ブ
指
導
員

の
先
生
た
ち
の
指
導
の
も
と
で
実

際
に
模
型
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
あ
げ

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
運
動
公

園
の
多
目
的
広
場
に
移
動
し
て
、

実
際
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（打
ち
上
げ
の
様
子
は
表
紙
）

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
た
ち
で
作
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
発
射

さ
れ
る
様
子
に
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

一
小
校
区
元
気
づ
く
り
委

員
会
「
海
岸
ク
リ
ー
ン
＆

潮
干
狩
り
大
会
」
中
止
の

お
知
ら
せ

　

５
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た

「
海
岸
ク
リ
ー
ン
＆
潮
干

狩
り
大
会
」
は
漁
場
の
都
合
に

よ
り
、
中
止
し
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
が
交
代

宇
野
さ
ん
、
吉
川
さ
ん
か
ら

境
さ
ん
、
福
嶋
さ
ん
へ

　

宇
野
美
智
子
さ
ん
、
吉
川
澄

廣
さ
ん
の
２
人
が
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
行
政
相
談
委
員
を
退
任

さ
れ
、
後
任
と
し
て
、
境
民
子

さ
ん
、
福
嶋
美
紀
さ
ん
の
２
人

が
、
４
月
１
日
付
け
で
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
野
さ
ん
は
10
年
間
、
吉
川

さ
ん
は
６
年
間
、
行
政
相
談
委

員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
行
政
相
談
委
員
と
は
】

　

市

（
区
）
町
村
に
は
、
行
政

相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
全
国
約

５
０
０
０
人
の
行
政
相
談
委
員
が

い
ま
す
。
皆
様
の
相
談
相
手
と

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続

き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決

の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機

関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事

を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
け
付
け
た
相
談
の
中
で
、
内

容
が
複
雑
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
管

区
行
政
評
価
局
・
行
政
評
価
事

務
所
に
連
絡
し
、
解
決
の
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員
の
紹
介

★
境
民
子
さ
ん

（岱
洋
東
・
新
任
）

　

☎
66
・
３
９
４
６

★
福
嶋
美
紀
さ
ん

（
大
島
町
三
丁

目
・
新
任
）

　

☎
62
・
２
５
３
４

［
問
］
市
民
課　

☎
63
・
１
３
０
２

　

４
月
14
日

（
火
）
・
15
日

（
水
）

の
２
日
間
、
上
荒
尾
熊
野
座
神
社

（
上
小
路
）
の
春
の
例
祭
が
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
神
楽
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

約
160
年
の
歴
史
を
持
ち
、
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
の
神
楽
は

「
家
内
安
全
・

五
穀
豊
穣
」
を
祈
願
す
る
た
め
の

も
の
で
、
13
人
の
子
ど
も
た
ち
が

全
十
二
座
を
舞
い
ま
し
た
。 ↑ 14 日の夜の神楽と

15 日の昼の神楽の様子→

↑
開
講
式
の
様
子

↑
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
風
景


